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れに対して，各種発電方法に対する安全性に関する根拠のあるデータは，なかな
か見つからないが，例えば表 3 に示すように，国内においては電気保安統計（ 3）
を参考にできるし，世界的に見れば，燃料の採掘，建設，運転期間を含めた事故







































＊1 75 2259 0. 157 1044 18017 0. 597
石油 165 3713 0. 132 232 16505 0. 897
天然ガス 90 1043 0. 085 45 1000 0. 111
LPG 59 1905 1. 957 46 2016 14. 896
太陽電池 0 0. 2 − − − − − −
風力 0 0 − − − − − −
水力 0 0. 4 1 14 0. 003 10 29924 10. 285
原子力 0 0 0 0 − 1 31＊2 0. 048
送配電網設備 12. 6 78
⽇本＊3 OECD加盟国（4） OECD非加盟国（4）









































関心・意欲・態度｜ 工夫・創造 生活の技能 知識・理解
図 2. 保守・点検で用いた問題発見図
表 5. 保守・点検の工夫・想像における授業実践例
目標｜ 生徒の活動 ｜ 教師の手だて・評価
R2 1 本時の学習課題を把握する。 1 扇風機や電源プラグの発火画像を提示し，電気に
よる事故の危険性を知らせることで，事故防止の必要
｜危険箇所を見つけ，保守点検の必要性について考えよう ｜ 







エ 13 電気機器を安全に使用する 13 各工夫点に目的があることから，機器の使用に際
ために施されている工夫点を見｜し工夫して保守・点検を実践することが，事故防止に
つけ，その役割を考える。 ｜つながることに気づかせる。
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